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ドームふ じ越冬記
藤 井 理 行
ドームふ じ観測拠点 は,ロ シアのボ ス トー ク基 地が一
時閉鎖 され た昨年,人 が住 むと ころ と しては間違 いな く
地球 ヒで最 も環 境過酷 な地であ った,低 温,低 酸 素そ し
て単調な環境.第37次 観測隊の9名 は,こ う した環境 の
もと2500m深の氷床深層 コア掘削 とい う ミッシ≡,ンをか
か え越冬を開始 した.
1996年1月末,36次 の越 冬隊 や37次 夏旅行隊 が去る
と,さ っそ く越 冬準備 の諸作 業 に とりかか った.寒 い基
地内の環境 改善から手がけた,各 建物 の換気を見直 し,温
水循環の フ ィル ター点検 の結 果,基 地内 は.・変 して暖 か
くな った.掘 削場は 一40℃ほ どあったが,こ こも換気 の
見直 し 発電 機室の扉 の開放で,ま た掘削 コ ン トロール
室は熱効率 の良い暖房機 に代 えるこ とで見違 えるほど暖
か くなった.ま た,米 山 ドクター と池 ヶ谷隊員 は,廃 材
利用で スノーモー ビル小屋 を建 てた.発 電機室か ら温風
をダク トで 送った結果,室 温は プラスの温度 を保 てたた
め,ス ノーモー ビルは3月 頃 まで使用 で きた し,発 電機
の燃料 ドラム も基地 内備蓄 が3か 月分 と倍増 した.厳 寒
期の ドラム搬 人作 業が これで随分楽になった.こ の他,新
た な観測の立 ち ヒげ も川『{調に進んだ,
掘削 は2月 の 末か ら開始 した.前 次隊 か ら引 き継い だ
深 さは約600m,まだまだ,先 は長い.改 良型 ドリルもテ
ス トの結果 まあ及第点が付 け られた.3月 初めか らは,朝
6時半か ら2人 ・組 の二 交代 で一 日16時間の本格掘}ll|」と
なった.1回 の掘 削で,平 均L4mの コアが とれたが.ド
リルの能力の70%で しかない.ド リルは,バ レルに取 り
付 けた3枚 の刃 を回転 させ,バ レルの 内側 に円柱 状の氷
のサ ンプル(コ ア1を 取 り込む構造 にな っている..氷を
削 る と出 て くる削 りカス(チ ップ)も コア とともに回収
で きなければ,穴 の中にチ ップが貯 まって掘れな くなる.
この ため,取 り残 したチ ップの 回収 を毎週月曜 日に集中
して行った,
しか し,こ のチ ップ回収 器の溶接 部分 の多夫片が穴の底
に落 ち,掘 削が不調 になった,磁 石 を降 ろしての回収に4
日ほ ど費やせ ねば ならなかった.3月 初めの出来事 で,最
初の.試練 であ った.伏 兵 は まだ まだ潜 んでい た.モ ー タ
の減 速機や ドリル コン ピュー タの修 理で 夜の2時 頃 まで
かか る こともあった.1週 間で35mほ どの掘 削 ペー スは
満足の ゆ くものでなか ったが,4月28}|には1000m深を
越え た,
ドームふ じの気温は,2月 末には一60℃ を,4月 に入る
と一70℃ を ド回る ようにな った.5月14||には,早 くも
昨年の最f氏気温 を更新 し,-79.7℃を記録 した.こ れ は
日本 人が記録 した最低気温 で,-80℃ も時 間の問題 と思
ったが,結 局 はこれが 昨年の最低気 温 とな った.気 温が
マ イナス60℃ にも ドがる と,別 世界になる,　lll二く息は直
ちに凍 り氷霧 とな る.こ のため,強 く吐 くと面 行いほ ど
ボー と音 がす る.雪.ヒ車の不凍 液は緑 色の ア イスク リー
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ムの ようにな り,軽 油 もラー ドの ように固 くなる.雪 上
車 を動か すの は2日 作 業 となった.機 械 の永田,谷 口隊
員の苦労 は厳 寒期 を通 じてのもの とな り大変であ った.
掘 削は,5月 に入 り順 調に進展 し始めた.切 削刃の出 を
大 き くし,連 続切削 となるように方法 を改善 した ところ,
1回の掘 削所用 時間は大幅 に短縮 し,1日 の掘 削深 は12～
16mと伸 び,1週 間で は60～70mの 掘削 となった.さ ら
に,ド リルの上げ下 げのス ピー ドア ップをはか り,5月 末
か らは100mの掘削 に8～9日 間 とピッチが上が った.
ミッ ドウ ィンター前の1500m深達成は疑 う余地 もなか
った.
しか し,こ うした心の緩 みを掘削場 に奉 った南 極大神
は見過 ご して はい なか った,6月19日,1480m掘 った と
ころで大 きな トラ ブル を起 こして しまっ た.ド リルを引
き上 げた ところ,バ レルがなか った のだ,2mも あるバ レ
ルが脱落 したのだ.犯 人は小生 である,ビ ス を止め るの
を忘 れたので ある,隣 で ドクターは 「1500mの深 さで の
釣 りだ」 と嬉 々 としている.こ の明る さが救いであ った,
翌 々日か ら3日 間は,こ の悪夢 を忘 れ ミッ ドウ ィンタ
ーを楽 しんだ.三 宅 シェ フ心ず くしの調 理 に舌鼓 を打 ち,
40時間連 続で テ レビ ドラマ 「北 の国 か ら」 を楽 しんだ.
ミッ ドウ ィンターの メ インイベ ン トは,何 とい って も ド
ラム缶の露天風呂であ った.-70℃ の極夜 の中の温泉 は
極 楽その もの.湯 をま くと 「シュ ワー」 と音 が し,湯 気
がた ちまち氷霧 とな り辺 りに漂 う,身 体は充分暖 まるが,
顔 特 に耳 が寒い.耳 に湯 をかけ暖 まるの もつかの 間,さ
らに耳 は冷え痛 くなる.賢 い者 は,帽 子 を被 って二度三
度 と風 呂に入 った.湯 上が りは実に爽快 で,身 体 か らモ
ウモ ウと湯気が たつが不思議 な ことに寒 くは なか った.
ミッ ドウィンター後,再 び悪夢の現場 に戻 った我 々は,
冷静 に1480m深の大物 の釣 りを さまざまな方法で試みた.
24日にはバ レルは早 くも釣 れたのだが,一 連 の釣 り作 業
の 中で釣 り針や ドリルの刃が折 れて穴 の底 に落 ちた.一
難去 って また一難の状況 が続 い たが,25日 には全ての釣
りは終わった.そ の後,小 さな伏兵 を撃破 しつつ,8月24
日には2000m深を達成 した.ま た,9月19日 にはアメ リ
カ隊 がバ ー ド基地で掘 った2164mを越 え,南 極 で はロ シ
アのボス トー ク基地 での3340mに次 ぐ2番 目の深 さにな
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ドームふ じでの掘削 は,掘 った穴 が氷の変形 で縮 まな
いよ うに,氷 に近い比重 の酢 酸 ブチル を満 た して行 う液
封掘 削であ る.こ の酢酸 ブチルは,2000m深掘 った とこ
ろで底 をついた.1800m深から掘削孔 も曲が り始 めた.こ
うしたことが起因 してか,9月 半ばか ら掘削 はス ランプに
陥った.1週 間の掘削深度 は20～40mと なった.原 因が
はっ き りしないので,対 策 も試行錯誤 となる.孔 底 の温
度が 一20℃ ほ どまで上が り,液 封液 と氷 との比重が逆転
しチ ップが沈 む ようになったため とも考 えたが,そ れで
も良 く分 からない.そ の うち,制 御機 の故障 に よる ウィ
ンチの暴走,ケ ー ブルの断線 な ど,大 きな トラブルが立
て続 け て起 こった.さ らに,3500mの新 しいケーブルに
巻 き代 えて間 もな く,こ のケー ブル をキンクさせ て しま
い,泣 く泣 く800mも切 断 した.し か し,ケ ー ブ ルは
2700m残ってい る.ま だ,南 極大神 に見捨 てられていな
い.
ドリルが縮 んで きた孔に ひっかか るようにもなった.10
月には1か 月でわずか91mしか掘れない有 り様だ った.こ
の頃 には,新 堀,片 桐 両隊員 と小生 の掘 削担 当者 は もと
より,メ ンバー全員が掘削のエ キスパー トとなっていた.
皆で知恵 を出 し合 ったが,な か なか上手 く行か ない.で
も,相 変 わらず明 るい笑い声は絶 え無か った.　never　give
up!2500m掘るまでは,何 として もあきらめ まい,10月
下旬,ド リルの外側 に取 り付 けてあ った ス タビライザー
を外 した ところ,こ れ までのス ランプが嘘 のよ うに順 調
に掘削 で きる ようになった.こ れが ドリルのひっかか り
や,切 削不調,孔 の曲が りの元 凶だ ったの である,縮 み
つつ ある孔 を ドリルで広げ る リー ミング も毎 回せ ざる を
得 な くなったが,12月7日,目 標 の2500mに達 した.長
い長 い掘削で あった.
構想 か ら15年,ド リル開発着 手か ら9年,ド ームふ じ
へ の輸送開始 か ら6年 ,よ うや くこのプ ロジェク トが 目
標 と した掘削 を達 成 したのであ る.諸 外 国 の研 究者か ら
は,「奇跡!カ ミカゼ!」 と驚嘆 されたこの掘削 であるが,
この奇跡 を実現 させた タフで実 力の ある ドーム越 冬隊の
メ ンバー に,そ して,我 々を技術 的 に,精 神 的に支えて
くれた 日本の 関係 者,昭 和基地 の仲 間達 にこころ よ り感
謝!
その後,現 場解析 した電気伝導度 のデ ー タを藤 田隊員
が まとめ,日 本に送って出 た結論 に は驚 いた,2500mの
氷の年代 は,当 初 予想 していた より遥かに古 く35万年前
と推 定 された.氷 期 一間氷 期サ イクル を3回 も含 む,長
い地球の気候 の歴 史を我 々は手 に したのである.35万 年
の タイム トラベル を楽 しんだ1年 であ った,
(筆者1第37次南極観測隊越冬隊長,
国立極地研究所北極圏環境研究センター長)
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熱 く燃 えた南極 の夏
38次夏 オペ レー ションの回想
山 岸 久 雄
38次隊の計 画 した夏期 オペ レーシ ョンは平成9年3月
17日,タ スマニア島南方海上での海洋観測(XBT集 中観
測)の 終 了 をもって総 て完了 しま した.こ の 日より3か
月余 り前 に開始 され た38次隊夏期 オペ レーシ ョンは,出
発前 の専 門委員会等 で度々指摘 された ように,超 過密の
プ ランであ りま した.ド ー ムふ じオペ レーシ ョン継続 中
に,新 たにアム ンゼ ン湾地学 調査 が始 まる とい う,2つ の
ビ ッグプ ロジェク トの同時進行が あ り,一 方昭和基地夏
作 業の方 は,居 住棟,汚 水処理棟 とい う2棟 の建設の他
に,　HFレ ーダー,昭 和基地LANの 敷設等,2200人工 に
達 する作業が計画 されてお り,果 た してこれ ら総て をひ
と夏で完了す るこ とがで きるか,各 方面 より懸念 され て
● いました.
結果的には,観測隊員の連 日の長時間労働,「しらせ」
の皆様の強力な支援により,怪我 らしい怪我 もな く,す
べての作業,野 外調査をほぼ計画通 り実施することがで
きました.こ こに夏オペ レーションを振 り返 り関係諸兄
のご協力に感謝申しあげます.
船上観測
往路の観測は海洋物理のXBT,　CTD停船観測,漂流ブ
イ投入等の他,生 物部門の表面水連続観測,係 留系設置,
気水圏部門の中層フロー ト投入等が行われた.帰 路の観
測では,「しらせ」乗員に急患が発生 したため,「しらせ」
はアムンゼン湾での地学調査隊収容後,フ リーマントル
へ緊急入港することになった,そのため係留系の回収,及
び設置,停 船観測,海 底地形調査等を割愛せ ざるを得な
いことになった.し か し,2月28日,フリーマ ントルで
● 鰭 の移送を果たした 「しらせ」はただち1・反輔 下 し・
計画航路のス テー シ ョン13に復帰 し,以 降の観測 を予定
どお り実施す ることがで きた.
につ いては12月20日 より24日までS16へ90ト ン余の物
資 と人員 の空輸 が行わ れ,12月29日,金 戸副 隊長他12
名 の旅行隊がS16を出発 した(写 真2).途 中,ド ームふ
じ観測拠 点への酢酸 ブチル緊急輸送 のため先発 隊 を派遣
す る変更があ ったが,本 隊は1月16日,ド ームふ じ拠点
に到 着 した.帰 路 につ いては,氷 床 ボー リング コア を持
ち帰 る先 発隊が1月8日 に拠 点 を出発 し,19日にS30に
到 着.コ アはた だちに 「しらせ」 にヘ リ空輸 された.帰
路 の後発 隊は38次 隊との引 き継 ぎ後,1月25日 に拠点 を
出発 し,2月8日,S16に 到 着 し,雪 上車の整備,オ ーニ
ング作業 後,2月10日 「しらせ」 に収容 された.
写真2出 発準備の整ったドームふじ旅行隊
野外調査,内 陸旅行
アムンゼン湾リーセルラルセン山地域 は30数億年前の
地球最古の岩石が現存する地域であ り,こ こで交換科学
者,総 合研究大学院大学学生2名を含む7名の調査隊は2
ヶ月にわたる調査を続け,3.5トンの貴重な岩石標本を持
ち帰ることができた(写真1).リュツォ ・ホルム湾露岩
域では,生 物部門のペ ンギン生態調査,湖 沼の植物,水
質,堆 積物調査,海 洋物理部門の潮位計比較観測,測 地
部門のGPS多点観測,地学部門の地震計多点観測が 「し
らせ」のヘ リコプター空輸支援の下で行われた.特 にペ
ンギ ン調査では,マ イクロデータロガー,ラ ジオトラッ
キング等の最新の技術を投入 し,50日間,ペ ンギンと生
活をともにしての調査が行われた,
内陸 ドームふ じ観測拠点への人員交代,物 資輸送旅行
昭和基地建設作業
昭和基地の建設作業は,多 量の積雪のため建設用地や
資材置場の除雪(下 層は氷化)に 大変苦労 した.37次隊
にあらかじめ砂撒 き,除雪をしていただいたが,3m余の
積雪のため,38次隊の到着までには完了で きなかったの
である.ま た見晴らし岩方面への道路は37次隊の除雪に
より,高 さ2～3mの雪壁 に挟 まれた廊下状の通路となっ
ていたが,こ こに雪解け水が流れ込み,水 深50cm余の川
となった.第 一ダム横の付近が低地になっているため排
水が難 しく,結局消防ポンプと250mのホースにより環境
科学棟下へ排水 し水位を下げることに成功 したが,そ の
後 も雪解け水の流入は続 き,車輌の通行には最後 まで苦
労 させられた.
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12月下旬は居住棟,汚 水処理棟の基礎工事,　LANケー
ブルの敷設を中心に作業を進めた.12月27日22時45分,
「しらせ」は見晴らし岩沖500mの地点に予定よりも早い
接岸 を果たし,同夜よ りただちに貨油輸送,大 型雪上車,
クレー ン車等の氷上輸送が行われた.続 いて28日より1
月4日 まで,建築部材,機 械部門重量物,　HFアンテナ部
材等が氷上輸送された.1月4日 から9日まで,ヘ リコプ
ターによる空輸作業が行われ,8日の燃料 ドラム,9日の
食糧荷受け作業は越冬隊員 を大量動員 しての輸送作業の
山場 となった.
これ ら輸送作業中も居住棟,汚 水処理棟の建設作業は
建築隊員の指揮の もと,中断することなく続けられ,1月
3日以降は 「しらせ」乗員16名による基地作業支援 も加
わ り,工程表 よりも1週間以上早いペースで作業が進捗
した.　HFア ンテナ工事は見晴らし道路の車輌通行困難の
影響 もあって工程表よりも遅れ気味だったが,1月7日 に
は基礎工事が完了 し,何とか先が見えてきた.
一方,隊 員の状況については,12月20日以降,1月1
日を休んだだけで,毎 日朝8時 から夜7時 まで重労働が続
いており,心 身ともに疲労感が濃 くなっていた.そ ろそ
ろ休養をとらないと注意散漫による事故 も予想されたの
で,輸 送作業が完了 し,主な建設作業の見通しが立った!
月10日,各作業現場のチーフに集まって もらい,休養 日
をとることを提案 した.賛 否両論が戦わされたが,意 見
の一致を見い出せず,山 内隊長の裁定により1月12日を
休養 日とした.当 日は午後から晴れ,風 も無 く,隊員は
久 しぶ りに朝寝坊をした り,島内散歩,身 の回 りの整理,
開梱作業 を行い,精神的ス トレスがかな り発散で きた よ
うだった.観 測隊出発前からあらか じめ休養 日を決めて
おいた方が良かったように思 う.
休養 日以降,気 分一新 した隊員 により作業は順調に進
み,金 属タンクの設置,発 電棟～居住棟間の温水配管等,
機械部門の仕事が進捗 した.　LAN,　地震計のケーブル敷
設 も完了 し,　LANは機器の設置,回 線接続 までが行われ
た.12月以降,長 らく 「しらせ」船上で野外調査の指揮
をとられた山内隊長は1月20日より昭和基地入りされた.
この時期の昭和基地各作業現場では作業の成果が次第に
目に見える形をとってきた.1月19日,24日には気象,
気水圏部門の回収気球実験が 「しらせ」航空隊支援の下
で行われ,3基の観測器がヘ リコプターにより見事回収 さ
れた.居 住棟は2階 の屋根 までの全パネルが組上げられ
(写真3),1月23日午後,上 棟式が挙行された.　HFレー
ダーアンテナは22日か ら組上がった アンテナの引 き起 こ
し作業が始 まり,26日までに全16基のログペ リアンテナ
が立 ち上がった(写真4).通信アンテナ工事では蜂の巣
山の上 に高さ25mのタワーが2基立ち上が り,昭和基地
で最 も標高が高い建築物 となった.太 陽光発電装置は1月
25日から架台の取 り付けが始 まり,31日までに全16基の
架台,太 陽電池パ ネルの取 り付けを完了した(写 真5).
ERS衛星用アンテナ,　NOAA/DMSP衛星受信用L-band
アンテナ,電離層観測用FMCWレ ーダーアンテナ等 も1
月中に設置を完了した.
2月1日,37次/38次隊越冬交代式の時点で居住棟の
内装,配 管,配 線,汚水処理棟の内装,昨 年こわれたHF
レーダーアンテナの修復,倉 庫棟へのケーブルラック新
設などの作業が残っていた.越冬業務が始まったため,夏
作業に出られる人数は10数名に減ったが,幸 い37次越冬
隊員10余名が残って支援することを快諾して くれ,大 変
力づけられた.ま た 「しらせ」 より昭和基地のヘ リコプ
ター最終便を早め られるよう,残作業支援要員を2月始
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めの3H間,特 別に派遣 してい ただいた.こ れ らの 人々
の努 力に よ り,居 住棟 の内部作業 を除 いて,す べ ての作
業 を完了す ることが で きた,
夏作業 をかえりみ て
JAREの 観測計 画,設 営計 画は年 々,飛 躍 的 に大型化
してお り,頼 も しく思 います が,そ れ を支 え る観測隊 と
い う容 器は少 しず つ しか大 き くな らず,そ のため,夏 オ
ペ レー ションには集 中的に無理がかか って きます.38次
隊は昭和基地 の建 物建 て替 え と大型 プ ロジェク トがか ち
あ う運の悪 い時期 にあ た りま した.同 様 の状 況 にあった
37次隊 か ら,夏 オペ レー シ ョンは ものす ご く大変 だった
とい う体験談 を聞か され,わ れわれ は非常 な危機感 を持
って準 備を始め ました,
まず,夏 オペ レー シ ョン全体(輸 送,建 設,野 外調査
等)が 容器 に入 りきるかを調べ るため に,作 業項 目をす
べて洗 い出 し,必 要人工 数の合計 を求 め ま した.そ の結
果 は,昭 和 基地にいる全員(「 しらせ」の支援 を含め,約
53名)が1月 末 まで毎 日働 き,2月 に入って も夏隊員 を中
心 に30名が中旬 まで作 業 を続 ければ,な ん とか納 まる と
い うことがわか りま した.
各作業項 目を色 々な大 きさの積 み木 に例 えれ ば,積 み
木全体 の体 積がお もち ゃ箱 の容積 と同 じだ とい うこ とが
わ かったわけです.し か し,積 み 木は隙間 な く,う まく
詰 め込 まない と,箱 か らあふれ て しまい ます.一 般 に各
作業の必要 人数 は日に よって増減す るため,毎 日の必要
人数の合計 が昭和基地 にい る人数 に一致 す るよ う,各 作
業工程 をず らした り,は め込 んだ りしな くて はな りませ
ん.そ こで,パ ソコ ン上 に全作業項 目を一列 に並べ た工
程 表(作 業人工表)を 作 り,さ ん ざん,試 行錯誤 を重 ね
ました,
昭和 基地で は現実 に この ような工程 の調整,人 の割 り
振 りが必要 にな り,越 冬隊の 山木戸 ドクターにその複雑
な任務 を負 って もらい ま した,ド クターの苦心 の甲斐 あ
り,一 見無理 だ と思 えた夏作業 ですが,全 ての項 目を完
遂するこ とがで きま した.隊 員 は達成感 を味わった反面,
人手のや りくりを重 ねてや っ とで きるような過密計 画に
疑 問を感 じたこ とと思 い ます,
今回の経験か ら,今 後 の観測隊 にお伝え したいこ とは,
容器 に見合 った適正 規模の計画 はどの程度 なのか,で き
るだ け早い時期 か ら検討 を始 めて頂 きたいこ とです.一
般に観測隊が編 成 され る時期 に は既 に,各 プロ ジェ ク ト
は変更 を許 さない位 まで 固 まってい ます ので.ま た南 極
観測40周年 を機 に,観 測 隊 とい う容器 を大 き くする方策
も考 えて頂 きたい.簡 単 な ところで は,重 機類(パ ワー
シ ョベ ル,ク ロー ラ クレー ン等)を 充実 させ,省 力化 を
図 ること.難 しい こ とか も知れ ませ んが,昭 和 基地への
人員輸送 を1シ ーズ ンに2回 に分 けて行い(例 えば12月
下旬 に多数の夏隊員 と少数の越冬隊員 を運 び込み,1月 末
には前次の越冬隊員 と夏隊員 を最寄 りの港へ連れ帰 り,新
たな越冬 隊員 を運び込 む)夏 隊員の 人数増加 と越冬隊員
の基地滞 在期 間の短縮 を同時 に実現す る とい う構想 は ど
ん な もので しょうか.
「しらせ」 の皆様 には われわれの厳 しい 日程 を理解 し
てい ただ き,惜 しむ ことの無 い協 力 を与 えて くだ さった
こ とに,深 く感謝 いた します.特 に往路 のア ム ンゼ ン湾
にお いて は,ヘ リコプ ター防錆解 除,点 検作 業 を最短 時
間で実施 し,そ の翌 日,低 層雲 の切れ 間を縫 って,一 気
に ユ日で物資 空輸 を完 了する など,非 常 な努力 を重 ねて
い ただ き,予 定 を4日 短縮 して昭和 基地 に向か うこ とが
で きま した.こ こで得 られた4日 は以降 の夏 オペ レー シ
ョンに非常 な精神 的余裕 を与 えて くれ ました,ま た,昭
和基地で終始,惜 しまない協 力 と歓待 をいただいた37次
隊の皆 さんに深 く感謝 いた します.最 後 に38次隊全員 に
よ く働 いて くれた と感謝 の言葉 を贈 りた いと思 い ます,
(筆者:第38次南極地域観測隊夏隊長,
国立極地研究所研究系助教授)
ドイツの南極観測に参加して
白 石 和 行
は じめに
平成8年度交換科学者 として,1997年1月か ら3月ま
で ドイツの南極観測隊に参加 して西 ドロ一二ングモー ド
ランドを訪れる機会を得た.こ の地域はゴン ドワナ大陸
の形成史の解明にとって重要な地域であり,各 国の地質
研究者が注 目しているところである.わ たしにとっては,
同時 にドイツ隊の南極観測活動 を観察する絶好の機会で
もあった,各 国の南極観測は,そ れぞれの国情を反映 し
てさまざまな形態で実施されている.あ る国の採用 して
いる南極観測の方法や制度は必ず しも他の国の観測隊に
とって有効ではないが,学 びとれる点はあるに違いない.
こうした観点から,この度の南極行では当初より,ド イ
ツ隊の輸送システム,航空オペ レーション,野外観測の3
点 について特に注目したいと思っていた,詳 細な報告は
他の機会にゆずり,こ こでは簡単に ドイツ隊の活動の概
要 を報告する.
観測計画
わた しの参加 した,「観測船ポー ラー シュテルン第14次
南極 航 海 レグ3(プ ンタア レナスか らケ ープ タウ ン)計
画」 の船上 地球 物理観測 では ゴン ドワナ分裂以 降の ウェ
ッデ ル海 の形成発達 史に とって重要 な,大 陸 と海 洋の境
界地域 や,従 来か ら知 られてい る磁気 異常 地域 な どの反
射 法地震探査 を行 うと ともに,海 洋地 質調査で は海底 下
の氷河地形 を各種の ソナーを用いてマ ッピング した り,底
質 コア試料採 集や ドレッジな どを実施 した.ま た,本 レ
グの計画 には,船 上,基 地での観測 のほか にフ ィル フ ィ
ナ ー棚氷 や内陸山地で の トラバ ース調査 や航空機 を用 い
た野外観測 が含 まれ ている.ド イツ隊では従来 よ りフ ィ
ルフ ィナー棚 氷の 地球物理 学的調 査 に力 を入 れてお り,
「フ ィル ヒナー ・ロンネ棚 氷計 画　(FRISP)」　とい う名前
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でSCARの 認め た国際計画 として実施 して いる.今 シー
ズ ンは,同 棚氷 内の氷流の ひ とつにそ って トラバ ー ス調
査 をす る予 定で あったが,ウ ェ ッデ ル海 の氷状が悪 か っ
たため,実 施不可 能 とな り,ノ イマ イヤー基地南方 の柳
水 と大陸の境界付近 の探査 を行 った.
もうひとつの大 きな野外調査計画 は,「ヨー ロ ッパ連合
に よる南極 の氷 コア採 集計画　(EPICA>」のため の予備
調査で ある.日 本の ドームふ じ計画の よ うに,内 陸での
深層掘削 をめざ し,昨 シーズ ンか ら広域 的な調査 を展開
してい る.わ た しは この調査 隊に便乗 して コ ッタス 山地
の地質調査 を行 った.
輸 送
観測 船 「ポー ラー シュテ ルン」 は1982年に就航 した,
南北両極域 の海洋観測 と南極 大陸へ の人員物資 の輸 送 を
兼 ねた多 目的船 であ る,船 上での観測研 究 スペ ース を十
分 に と り,極 域 の海洋 における 「浮 かぶ研 究基 地 と設営
基地」 とい う構 想の もとに作 られ たが,実 際の 運用 内容
をみ る とどち らか といえば海洋観測 のほ うに主 眼が置 か
れ てい る.多 様 な研究観測 に対応す るため,計 画 に応 じ
て設備 を変 えた り,研 究 室に改装 した コンテ ナ を適宜 に
甲板 に配置 して効果 的に使用 して いる,年 間運 行計画 は
非常 に詰 ま ってお り,今 年度 の航 海 日数 は300日あ まり
にのぼ る.船 の運行 は民 間会社 に委託 してお り,乗 組員
はわず か43名で ある.
今次 航海 では 「ポーラー シュテル ン」は ノイマ イヤー
基 地の維持 や夏期観 測の ための物 資470ト ン(燃 料・を除
く)を 運 んだ.物 資輸 送 には海上,陸 上 を通 じて,国 際
規格 の20フ ィー ト×8フ ィー トの大 きさの コンテナを積
極 的 に使用 してい る.陸 上輸送用 の権 の大 きさもすべ て
この規 格 に沿 って いる.そ の ため,荷 卸 しや荷揚 げは迅
速 で,ほ ぼ1日 で作業 を終 えて しまうことが で きる.
航空 オペ レー ション
ドイツ隊 は双発航空機 ドルニエ(DO228-100)2機を
保 有 している.機 体 はア ルフ レッ ド ・ウェゲナ ー研 究所
(AWI)の所有であるが,運 行 と整備 は ドイツ航空宇宙研
究所 に委託 されている.今 シーズンはEPICA計 画の予備
調査 と して,ハ イムフロ ン ト山脈 の北 東部にある ミロー
グ山地(ド イツ名,コ ッタス山地)に 置いた航空拠 点(南
緯74°12',西経9°45',標高1430m)から西 ドロー ニ ング
モー ドラ ン ド全域 にわ たって アイス レー ダー観測,航 空
磁気測 量,10mボ ーリ ングコア採集 が行われた.こ の ほ
かに東 ウェ ッデル海沿岸 の航 空地球物理学的観測計画(E
MAGE)の 一環 と して,ノ イマ イヤー基 地 を中心 と し
た航空重力測定 もな された,
コッタス航空拠 点 は,砕 氷船 「ポー ラー クイー ン」で
先 に ノイマ イヤ ー基地 についた メ ンバ ー と越 冬明けの メ
ンバ ーが協 力 して,12月 中旬 に トラバース隊が設営 し,2
月2日 に航空機 と陸上 トラバ ース隊が去 るまで,約5週 間
運 用 された.キ ャンプは食堂テ ン トと リビングコンテナ
を中心 に,2棟 のア ップルハ ッ ト,多 数の スコ ッ トテ ン
ト,車 両,コ ンテナ擢か らな り,東 西 に1200mの滑走路
が設定 された,
航 空拠 点 に滞在 中,英 国隊 と米国隊 がそれぞれ ツイン
オ 。ターでキャンプに練 し,鯛 の運用臓 の違いが ●
興 味深 かった.英 国のツ インオッターはパ イロ ッ ト1名,
アイスレー ダーのオペ レーター1名 だけの2人 乗 り組みで
飛 来 した.ス コ ッ トテ ン ト2張 だけか らなる内陸のデポ
地に4人 で生 活 して いる とい うこ とだ った.米 国の地質
隊 も経験 豊富 なパ イロ ッ トと山岳 ガイ ドの フィール ドア
シス タ ン トとともにやって きたが,事 前 にC130輸送機
が極 点経由で燃料 ドラムを投 下 しに来 るとい う豪華 版で
あった.
「ポー ラー シュテ ル ン」には ドイツ製の小型 ヘ リコプ
ターBO-105を2機 搭載 し,人 員物資の輸 送や偵察 に使
用 している.ヘ リコプ ターは4人 の クルーとともにAWI
が民 間会社か らチ ャーターす るもので,「ポーラーシュテ
ル ン」の就航以 来,ほ ぼ一貫 して同 じ会社が運行 してい
るため に,非 常 に豊 富 な経験 を積んで いるこ とが印象的
であった.
設営活動
ノイマイヤー基地では,気 象観測,地 震観測,大 気化
学観測が通年観測 として続けられている.氷床下にある
基地での夏の主要な建築作業は出入 り口や地上施設のか
?
、
?
?
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さ上 げで,契 約 会社か ら派遣 された5名 のチ ームが延べ
3000人・時間あ ま りの工事 を行 った.
ドイツの極地観測 の設営 は,　AWIの 本部事務局の設営
部門がすべて統括 している,こ の部門はAWIの 本所の オ
フ ィスの他 に,ブ レーマ ーハ ー フェン港の なかに作業所
を保 有 してお り,そ こで,雪 上車 や コンテナな どの機材
の整 備 とコ ンテナの管理 を行 ってい る.整 備 の完 了した
機 材は 目の前 で 「ポー ラー シュテ ルン」 に船積 みで きる
わけで ある.設 営隊員 と してAWIの スタッフが越冬 を し
ないのは国 内が手薄な うえに,越 冬規模が小 さい ことに
もよるが,そ のかわ り,契 約 会社 を最大 限に利用 して い
る,
南極の環境保 全への努力 は ドイツ隊 で も積極 的 になさ
れてい る,昨 年 まで に,旧 東 ドイツの フ ォス ター基地 を
完全に撤 去 した実績を もつ.わ た しの 見聞 した限 りで も,
船の廃棄物 の処理 は厳格 で,ガ ラス破砕機 や缶つぶ し機
にかけた不燃 ゴ ミは甲板最後 部の コンテナに保管 され,il「
燃物の 一部 は機関室にあ る焼却炉 を利用する.ト イレ,残
飯 も船 内の汚水処理槽 で生物 学的 に処理 する.基 地や野
外 キ ャンプか らの廃棄物 は,細 か く分類 し,す べて本 国
に持 ち帰 っている,台 所 ごみ は30リ ッ トルほ どの容量 の
プラステ ィックバ ケ ツに密 封 し,本 国にその まま持 ち帰
る.基 地での汚水 はこれ まで,雪 中の穴に流 してい たが,
今 シーズ ン,汚 水処理施設が設置 された.
ところで,今 シーズ ンの9人 の越冬隊員 の うち,3名 が
女性 である,昨 シーズ ンの場 合 は9人 中,4人 が女性 で,
うち ひと りが リー ダーの医師 であった,男 女の比率 を同
数にす ることがAWIの 方針である という.夏 隊が引 き一ヒ
げる数 日前 に ノイマ イヤー基 地内で越冬交代式が 開かれ
た,新 旧の隊 員 たちが お互 いにね ぎらい合 う姿 は昭和 基
地 とかわ らない.こ の さい,夏 隊長か ら越冬 を終 えた隊
員ひ と りひと りに記念の メダルが贈 られていた.
ヤ一夕ー した輸 送船 「ポーラーク イー ン」 によ り12月中
旬 と1月 中旬の2回 にわた りノイマイヤー基地に到着 した
隊員が,内 陸 トラバ ース関係者,設 営 隊員 あわせて10名
あ ま りいた,ま た,英 国船 「ブランス フイール ド」 には2
名 の内陸 トラバ ース関係 者が便 乗 して きた.い っぽ う,
「ポーラーシュテ ル ン」 には,ハ レー基地 に赴 く英国の研
究 者が便乗 した.物 資 につ いて も,今 年は第2レ グの さ
い に,ド ルニエ機が燃料 補給 をするため に世話 に なって
いる英 国の ロゼ ラ基 地に180m3のジェッ ト燃料・を輸送す
るなど,国 際間の協 力が な されている,
輸送力 は南極 観測事業 の うえで最大の制限要 因であ る.
ノイマ イヤー基地 と昭和基地 では立地条件や船 の運航者
の違 いはある ものの,わ が 国 も 「しらせ」 を もっ と弾 力
的 に運 用する工 夫が必 要で はないか と強 く感 じた,そ の
こ とに より,現 在越 冬 して実施 してい る観測 の中 には夏
期 間で終 えるこ とが 可能な もの もあろ う,
さらに,国 際 間の共同利用 や共同 オペ レー シ ョンに よ
って,航 空機や砕氷船 を効果 的に運用す るこ とで,大 き
な科学 的成果 を得 るこ とが で きるので はないか と強 く感
じた.南 極地域 こそ理 想的 な国際協力 による研 究が可 能
な地域 であ る.そ のため に も,各 国の 南極観 測実施責任
者 は情 報交換 を緊密 に し,相 互乗 り入れ によ って,最 小
の コス トで最大の 成果 をあ げる ことがで きるので はない
だろ うか.40年 の節 目を過 ぎたわが国の南極観測 が新 し
い方向 に向 けて脱 皮す るために も,こ う した思い きった
方策 を提案すべ き時期 が来 た とい うのが わた しの結論 で
ある.
最後 に今回 のわた しの ドイツ隊への派遣 に ご尽力 い た
だいた文部省 及び国立極地研 究所の関係 各位 に深 く感謝
する.
(筆者:国防 極地研究所図、1}:室長,研究系教授)
国際協 力 と夏期間の有効利用
ノ イマ イヤー基地へ の物資 は基本的 には 「ポーラー シ
ュテ ル ン」 によって輸 送 されるが,夏 期 間を有効 に利 用
す るため に一 部の人員 は 「ポー ラー シュテル ン」 以外 の
船舶 で輸 送 され る,今 シー ズンの場合,ノ ルウェーがチ
ー7一
極 地 研 ニ ュ ー ス135
第39次南極地域観測隊冬期総合訓練を実施
国立極地研究所は,3月10日から14日の5日間,長 野
県安曇村の乗鞍岳山麓において,第39次南極地域観測隊
員候補者,講 師,関係者ら75名の参加 を得て,南極地域
観測隊冬期総合訓練を実施した.
この訓練 は,隊 員候補者に南極における行動 と安全に
関する理解を深め,非 常時に役立つサバイバル技術 を習
得 してもらうことを目的として行われたもので,1mを超
す積雪の中でのルー ト工作やマイナス15℃の雪中ビバー
ク訓練など,南極での長期の観測業務に携わる者にとっ
て不可欠な訓練だけに,参加 した候補者は,一 様に真剣
に取 り組んでいた.
訓練には,文 部省南極地域観測統合推進本部から岩本
国際学術課長,瀧 川監理官 らが視察に訪れ,第39次隊へ
の期待 を述べ,参 加者を激励 した.
一8一
ヨ
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第37次 越 冬 隊 員 ・第38次 夏 隊 員 帰 国
第37次 越 冬隊員U藤1|:理行1;家長以 ド40名1及 び第38
次 夏隊員(|II岸ク」{`夏隊長以 ド18名)は,南 極での任 務
を終 え3月28日 〔金)に 家 族や関係者 多数が出迎 える成
川空港 に全員無'ド帰 国 した.
なお,雀見汕1」翔}「しらせ」 は4月13日 〔H)に 東京}巷‖青
海埠頭 に帰[11した.
小 野 延 雄 教 授 退 官 記 念 講 演 会 開 催 さ れ る
3月31Uを もって退1'ギされた小野延雄教授(企[由1調整
官)の 退官II己念講演 会が,3月3111t)1)'1,後3時よ り
li9研究所 講堂 において開催 され た.1講演は,「私の極域fdl
究40年1と 題 され,ス ラ イ ドや図 表などを効 果的に用い
て行 われ た.様 々なエ ヒソーー ドを交 えた興味深い、rlU題に,
● 綺 を腕 尽 くした願 は魅 、'された,
文部省永年勤続者表彰伝達式
●
'ド成9年3月3日| ,嬬 「治 永 年勤続 抱 ミ彰伝達式が所
長室で実施 され,答 酬1;長の 鷲塚Fll紙に所 長か らノミ彰1犬
と記念品(銀 杯)の1噌ll1が行 われた.
、
、
ー
?
?
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平 成9年3月31日 付 け 人事 異 動
退 職
小 野 延 雄(企 画、11縢官)
鷲 塚 、諄 〔管理部長)
(COE非 常勤研究員)
退 職
高 橋 生 生物学
河 野
川 ヒ
?
?
ー
?
??
??
?
?
外 因
黒 沢
内 藤
渡 邉
福 地
藤 ル
関
平成9年4月1日 付 け人事異動
転 入
憲 可 管理 部長
(京都 ノく学 企画F1周警官)
四 郎F}諜 部'1礫、1果長
(大阪 大学総務 部研究協 力/1果長)
昇 任
fll　邦 研究系教授(寒 冷生物学第 ・研究部 門)
(研究系助教授 ・生理生態学研究 部門)
川 住 管理 部麻手芳課 人事係長
(東京人学教養学11陪総務,,k人
'剛直 任〕
博 管理 部庶務,i果研究 協川 系長
伸 業部'1礫課企111ii係il任}
健:'罫 業三部.拝業1課業務係}:任
el喋部'ξ喋 課 業務係}
配 置 換
靖 彦 教授
㈲院 系教授 ・寒冷生物学第 研 究 部門)
興 亜 研究系教授(雪 氷学研 先 細 ∫の
〔北 極圏環境 研究セ ンター教授)
光 男 南極 圏環境 モニ タリング研 究セ ン ター
教授
(研究系教授 ・ノヒ迎 えL態学研 究部門〕
理 そJ'北極圏環境イi斤先セ ンター教授
(研究系教授 ・地球物理学研 究部門1
充'拝 業部 事業課企画係長
(管理 部庶務 課{1形ピ協 力係長)
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寿 郁 文化庁文化財保護部美術工芸課専門員
(事業部事業課長)
卓 司 東京大学医学部附属病院総務課職員掛長
(管理部庶務課人事係長)
併 任
内 藤 靖 彦 企画調整官
渡 邉 興 亜 研究主幹
江 尻 全 機 資料主幹
藤 井 理 行 北極圏環境研究センター長
佐 藤 夏 雄 情報科学センター長
福 地 光 男 南極圏環境モニタリング研究センター長
白 石 和 行 図書室長
備考 資料i三幹,情 報科学センター長,南 極圏環境モニ
タリング研究センター長及び図書室長は任期満了
いド成9年3月31日)
併任解除
渡 邉 興 亜(北 極圏環境研究セ ンター長)
氏 名
所 属 ・職
招へい期間
研究 課題
外国人研究員の紹介
トーマ ス フ リッシュ
(Thomas　Fhsch)
外国 人研究員
カナダ地質調査所 ・研究官
平成9年2月3日 一一6月2日
カナダ北極圏,ブ ーチア上昇帯 の岩石学的 ・
地球化学的研究
平成9年度総合研究大学院大学数物科学研究科
極域科学専攻入学者
氏
L
I小
1羅
一 一
名　
一 一
教育研究 ・指導分野
野 健 極 域 陸 圏
澤 拓　 . 極 域 陸 圏
木 麻 希一 一 ー 一 極 域 水 圏一 ー ー 一 一 一 一
総合研究大学院大学学生が小藤賞受賞
極域科学専攻2年 の鈴木里子 さんは,こ のたび日本地
質学会より小藤賞 を授与 されました.(日本の地質学界の
ス135
大 先 達 で あ る 小 藤 文 次 郎 博 士 に ち な ん だ)小 藤 賞 は 地 質
学 雑 誌 に 掲 載 され た 優 れ た 短 報 に 与 え ら れ る も の で,鈴
木 さ ん は 修 士 課 程 で 研 究 した 四 国 地 方 の 変 成 岩 か ら ア ラ
レ 石 と い う鉱 物 を 初 め て 発 見 し そ の 意 義 を 「Metamerphic
aragonite　from　the　Mikabu　and　Chichibu　belts　in　central
Shikoku,　SW Japan:　Identification　by　Micro-area　X-ray
Diffraction　analysis」と い う 論 文 に ま と め た こ と が 評 価 さ
れ た もの で す.
来訪者
平成8年
ll月20日～11月25日　 Prof.　DOWDESWELL,　J,　A,
(ウェールズ大学地球 科学研究所 氷河 学セ ンター
長)
11月26日～11月30日　 Dr.　SAVATYUGIN,　L.　(ロシ
ア北極 南極研究所教授)
ll月28日～12月4日　 Prof.　SM工TH,R.(アラスカ大学
地 球物 理学研究所教授)
11月30[{～12月5日　 Prof.EGELAND,A,　(オスロ大
学物理 学部教授)
12月1日 ～12月8日 　 Prof.EL-SAYED,S.Z.　(テキサ
スA&M大 学教授)
12月1日 ～12月5日　 Dr.DUDENEY,J.　(英国南極 調
査所研 究部長)
12月1日 ～12月5日 　 Dr.　BENDER,　M.　(ロー ドアイ
ラ ン ド大学准教授)
12月2日 一12月5日　 Dr,GERNANDT,H.　(アルフ レ
ッ ドウ ェゲナー極地海洋研究所研 究員)
12月2日 一12月9日　 Dr.MARCHANT,H,J.　(オース
トラリア南極 局研究部長)
12月2日 ～12月5日 　 Dr.　KIM,　S.　(韓国海洋 開発研究
所 主任研 究員)
12月2日 ～12月7U劉 瑞源　(Prof.　LIU,　R.)　(中国
極 地研 究所教授)
12月2日 ～12月5日 　 Prof.　TILBROOK,　B.　(オース ト
ラリア科 学産業研究機構教授)
12月2日 一12月7日　 Prof.GAUTIER,C,　(カリフ ォル
ニ ア大学 教授)
12月2日 ～12月8日 　 Dr.RADIONOV,V.　(ロシア北
極南極研 究所研究 員)
12月2日 ～12月5日 　 Dr.ALLISON,L　(オース トラ リ
ア南極局研究員)
12月2日 ～12月7日 　 Prof.PREZELIN,B,B.　(カリフ
ォルニア大学 教授)
12月2日 ～12月5日 　 Dr.　BOOTH,　C.　R.　(バイオスフ
ェリカル株式会社研 究部長)
12月2日 ～12月6日 　 Mr.PENHALE,P.　(全米科学財
団 プログラムマ ネー ジャー)
12月3日 ～12月6日 　 Prof.MITICHELL,B,G.　(カリ
フ ォルニ ア大学ス クリプス海洋研 究所教授)
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観測隊だより
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1月は夏期作業で忙 しい中,元 旦一日だけは穏やかな正
月気分を味わうことができた.
雪上車による38次隊大型物資の海氷上輸送は3日 に終
了 し,翌4日 にはヘ リコプターによる本格空輸が開始さ
れ,9日 には全物資1,005トンの輸送が終了 した.ま た,
18日には37次隊の主な持ち帰 り物資の輸送 も終了するこ
とができ,金持ち帰 り物資170トンの うち廃棄物の持ち
帰 りは62トンになった.建 設や輸送の間をぬって,観
測 ・設営部門の引継も行われた.
第1居 住棟,汚 水処理棟の建築作業や非常発電機の設
置作業等 も引 き続 き行われれる中,月 末には130kl水
槽の清掃や食料品の整理が行われた.ま た第1次 隊建設
の無線棟の解体作業 も実施 され,国 内で7月 に開催され
● る 「南搬 」畷 示する予定である.
29日には38次 隊主催 に よる37次 慰労パ ーテ ィが行わ
れた,
2月1日 越冬交代式が行 われ,37次隊は1年 間の越冬 を
終 え,無 事38次 隊 に引 き継 ぐことがで きた.
天候 に恵 まれ たた め,夏 作 業 は順調 に行 われ,第2期
のHFレ ー ダ建 設作 業 に続 く,第1期 のHFレ ー ダの改
修 工事 も無事終了 した.37次 隊員 も多 く残 り,第1居 住
棟 を含む建 設作業や 引継等 に協 力 した,
2月8日 には ドームふ じ観測拠点か らの内陸旅 行隊がS
16に到着 し,雪 上車 や権 の整備後10日 にピックア ップさ
れた,
2月14日 が最 終便 とな り,長 く厳 しか った夏期作業 も
終 了 し,3か 月苦楽を ともに した夏隊員 との別れ を惜 しむ
姿 がヘ リポー トのあ ち こちで見受 け られ た.こ の 日を も
って昭和基 地は31名 に よる実 質的な越冬生 活 に入った.
20日には正式越冬成 立 とな り,福 島 ケル ンの前 で越冬 の
決意 をあ らた に した.
ドームふじ観測拠点
1月は全般に穏やかな天候に恵まれた.月 平均気温は一
36.0℃まで上昇した.風 が弱 く体感気温もさほど低 く感
じないので屋外作業は順調に行 うことができた.
この月は人の出入 りが多 く6日には38次先発隊が,19
日には本隊が到着 した,氷 床掘削は掘削孔の収縮を防 ぐ
ため,38次隊が搬入 した液封液を注入 し液面 レベルを監
視 している.コ アの梱包 と擢積みも終わ り,1月25日に
は38次隊に越冬を交代し37・38次合同旅行隊は帰路に
ついた.
基地施設の運営を引き継いだ38次隊は,9名での越冬
観測を開始 した,観 測,設 営部門とも越冬準備 を進める
とともに,新 たに搬入した観測機器の立ち上げなど多く
の作業を行った.
観測部門では新たに建設 した大気観測棟で,エ アロゾ
ルサンプリングや高層観測が開始 され,ラ イダー観測 も
準備が進められている,
設営部門でも,車 両や設備の点検整備が実施 され,冬
に向けての準備は順調に行われた.
南 極 月 別 気 象 状 況(Monthly　Climatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Station)
平 均 気 温(Meantemp.)　(℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min,temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Meanpressure,
　 sealevel)　(hPa)
平 均 蒸 気 圧　(Meanvapour
　 pressure>　(hPa)
平 均 相 対 湿 度(Meanrelative
　 humidity)　(%)
平 均 風 速(Meanwindspeed)　(m/s)
最 大風 速 ・10分間平 均(Max.
wind　speed,　10-n血.mean)　(mls)
最 大 瞬 間風 速(Gust)　(m/s>
平 均 雲 量(Meaneloudcover)　(lflO)
快 晴El数(Number　 of　clear　days)
昭和基地
(Syowa'89532)
2月(Feb.〉
-2 .7
+3.5(2日)
-14 .1(26日)
987.0
3.4
7G
6.4
20.4(6日,E>
25.5(2日,NE)
(6日,E)
6.6
4
3月(Mar.)
-6 .7
-0 .3(8,9日)
-21.8(12日)
979.0
2.7
69
6.l
l9.1(6日,E)
24.7(2日,NE)
(6日,E)
8.2
0
ドームふ じ観測拠点
2月(Feb.)
-45 .1
-27 .7(4日)
-60 .2(26日)
604.0
4.9
8.7(4日,SW)
(18日,NE)
3月(Mar.)
-56 .6
-4L8(1日)
-67 .9(28日)
594.6
5.6
9.0(12日,　SSE)
10.6(4日,WNW)9.4(18日,NE)
3.8
7
??
〕
??
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【極 地豆事典 】
南極湖沼底の 「コケ坊主」
低温 ・乾燥 ・強風 などの厳 しい環境 に さらされる大
陸性南極 の露岩 の植生 は,コ ケ,地 衣,藻 類な どか ら
なる きわめ て貧弱 な もので ある.こ れに.対して,こ の
地域 に点在す る湖沼 には,か な り多 くの藻 類 と 部 コ
ケ植物が生 育 してい ることが 知 られていた(極 地研 ニ
ュー ス100り'【極地[tノ:事典】 参照).し か し,こ れ ま
で湖 沼底の植生 の状 況 が直接観察 され たこ とはな く,
試料 の採集 も手丁ち 上げられ た藻類 マ ッ トや ドレッジを
使 った間接 的な ものであった.
第36次 および37次H本 南 極地域観測隊 では,ゴ ム
ボー トや 水IIIビデオ撮影 などによって,湖 沼底 の植生
を詳細 に調 査 した.そ の結果,ほ とん どの淡水湖沼 で
はプランク トンが非常 に少 な く,・ 方で湖底 に厚 い藍
藻の マ ッ トが発達 して いるのが観察 された.ま たコケ
植物 も,陸i:に生育す るハ リガネゴケ属(Bryum)と思
われる種の 水lil型がか な りの頻度 で藍 藻マ ッ ト中に集
団 を作 っているのが 見いだ された.こ のコケに とって
は,湖 底 は 当た り前の生育 地であるのか も しれ ない.
ところが,昭 和基地 よ り南に30kmのスカルブスネ
ス地域の幾つかの湖沼で は,他 に見 られない特 異なコ
ケ植 物の群 落が 見い だ された.こ れは,水 深1.5mか
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ら3mの 水底か ら屹立 する コケの[Tj柱状の集団(仮 称
「コケ坊.k.Dで,大 きい もので は 直径50cm,高 さ
80cm以i"にもなる(写 真).大 型 の 「コケ坊i口 の高
さ(順 鞘 の水面か らの深 さ)は,ほ ぼ一定 で,こ れは
厳 冬期 の氷厚に制限 されている と推測 される,群 落は
ほぼ純粋 に コケ植物 に よって形作 られ,基 本的 にナシ
ゴ ケ属(Leptobryum>と思 わ れる 種か らな り 一部
Bryumが混 在する.
「コケ坊 主」 を構成す るLeptobryumは,かね てか
ら注 目されて きた1湖 沼底 の謎の コケ1で あ る,昭 和
基地周辺 σ)陸ヒか らは見つ かっておらず,少 な くとも
この地域 ではスカルブスネスの湖沼底 にのみ存在する.
この種が 南極外 の どこに由来す るもの なのか,そ れが
いつ どの よ うに して湖沼底 に定着す るに至 ったのかな
ど,き わめて興味深い問題であ る.ま た,湖 沼生態系
の生物:il:は,貧栄 養な水環境 にあ ってかな り大きい こ
とが わか り,物 質生産 ・循環の点か らも重要な意味 を
持つ.[J]'能'性があ る.37次 ・38次隊では堆積物 の コア
を採集す る作業が進んでお り,こ の生態系の成立 史に
関 るデ ーー タが期待 されている,
殺伐 と した岩 石砂漠の ような露岩か ら池の底に 目を
転 じると,さ なが ら太古の森林 を見る ような,豊 かで
神秘的 な植生が広が ってい る.や は り湖沼底 は,南 極
ノく陸の オア シスなのか もしれない.
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